
 

 

 

 

 

 

 

 

 １７９６年にドイツで、貧しい家の子どもの救済

と就学のために給食を実施したのが世界で一番初め

の学校給食といわれています。 

 日本では、１８８９年に山形で弁当を持ってこら

れない児童のために「おにぎりと焼き魚・漬物」の

給食を用意したのが日本の学校給食の始まりです。 

昭和２０年、今から６０年位

前、日本は戦争が終わったばかり

で、食料が不足し、みんなおなか

をすかせていました。 

そのころの小学校６年生は、今

の４年生くらいのからだの大きさ

でした。 

日本の子どもたちの様子を見

て、アメリカから脱脂粉乳などが

たくさん送られてきて、給食を始

めることになりました。 

 そして今、日本は大変豊かな国になりました。お金さえ出せば何でもいつでも手に入ります。そのため

栄養に気をつけ、好き嫌いなどを減らし、健康なからだになろうということより、「簡単」で「食べもの

もおしゃれでカッコイイものに」という人も増えているようです。 

 食べることは、わたしたちの心とからだに力をわきたたせる源です。毎日何気なく食べている給食です

が、その陰には多くの人の働きや力があること、そして食べることの大切さを考えるきっかけになればと

思っています。 

 

 

食べ物を大切にしましょう 

あきた 

 

味が嫌いだ 

 

 

食べたくない 

 

おなかが

いっぱい 

こんな理由から食べ物を残してよいのでしょうか。私たちは生きていくために、

たくさんの動物や植物の命をもらっています。そのことを考えれば、ほんの少しで

も無駄にはできないはずです。ひと口ひと口をよく味わい、最後のひと粒、ひと切

れまで大切に食べたいものですね。 

Ｈ３０.１.１９ 小高区４小学校 

毎日食べている食事やおやつなどを、何気なく残
していませんか？ ほんの少しと思っても、積み重
なるとたくさんの量になります。 



豆乳 

しょうゆ 

きな粉 

厚揚げ 

みそ 

おから 

高野豆腐 

がんもどき 

 厳しい寒さが続いていますが、２月３日は節分、４日は立春と暦の上では春を迎えます。２月２日に

は、本校でも「豆まき集会」が予定されていて、豆まきにまつわるお話や追い出したい鬼の発表、そし

て、年男年女の５年生による豆まきが行われます。 

 豆は7000年前くらいから世界中で食べられてきました。人類の文明の発達とともにそれぞれの地域

に適した豆の栽培が始まったといわれています。日本では古くから小豆と大豆は米と同じように大事にさ

れてきました。豆まきやお赤飯など、日本の文化は豆と密接なかかわりがあります。大豆をはじめとする

いろいろな豆をたくさん食べて「マメ（健康）」に暮らしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな大豆の仲間！ 

豆腐 

納豆 


